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キャンドルのつどい 
期 待 さ れ る 活 動 の 効 果 

思
考
力 

判
断
力 

表
現
力 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

体
力 

生
命
の
尊
重 

感
動
す
る
心 

知
識
・
技
能 

協
調
性 

主
体
性 

問
題
解
決
能
力 

課
題
発
見
能
力 

  ○ ○   ○      

対 象 時 期 時 間 

どなたでも 通年 約２時間 

活 動 の 概 要 

第１部・第２部・第３部の３部構成で行う。第１部は点火、第２部はレクリエーションや出し物、第３部は納火が

基本的な流れであるが、各団体でオリジナルのものでも良い。 

本番の３０分前に団体指導者と担当のメンバーでリハーサルを行う。 

自然の家で準備すること 利用者で準備すること 

□ ロウソク付きキャンドル台 

□ 女神の衣装 

□ 大トーチ（２本）、小トーチ（献詞者数） 

□ ライター等 

□ 進行例プリント、言辞例プリント 

□ CD 

□ ゲームや出し物で使用する物 

□ 必要なＣＤ 

□ 言葉（言辞例）や歌の練習 

□ 役割分担 

 

 

 

留 意 点 

○活動中は、火の取り扱いに留意しながら進行する。 

○分火の時は、火をもらう人がトーチをやや傾け点火する。 

○歌や言葉などは、事前に練習をしておくと、当日スムーズに進行できる。 

おすすめポイント 

〇天候に左右されることなく実施できる。 

〇キャンドルの火を囲み、出し物や歌を楽しむことで参加者の親睦が深まる。 

 

【引率者の役割】 

□キャンドルのつどい担当（１名） □火の長（１名）  

□エールマスター（１名）※児童・生徒でもよい  

□女神の着替え・世話（１名）※着替え手伝い  □会場係（１名）  

【児童・生徒の役割】 

□女神（１名） □献詞者（２～６名）※学校の規模により変更 

 



５５ 

活 動 内 容（手順） 

所要時間 項 目 内 容 

 

 

事前準備 

役割分担 

歌などの練習 

 

会場準備 

※準備係 

女神衣装合わせ 

□各係に役割を十分理解させてください。 

※つどいの中で歌う歌は、練習しておいてください。 

□キャンドルの台等を含め会場の準備を行います。 

□女神の衣装合わせを行います。 

 ※衣装合わせは、利用団体引率者が対応してください。 

 

 

 

 

 

１５分 

 

 

 

 

 

第１部 

点火 

①キャンドル台を囲むように静かに入場。 

②エールマスターによるはじめの言葉で開始。 

③入場後、女神の言葉。 

④女神は火の長のキャンドルに分火。 

⑤火の長の言葉。 

⑥火の長から点火係に分火。 

⑦献詞者からの誓いの言葉。 

⑧献詞者がキャンドル台に点火。 

⑨司会者による結びの言葉。 

⑩※キャンドル台を移動し、中央の火以外は消す。 

 

 

５０分 

 

第２部 

《親睦のつどい》 

レクリエーション 

出し物 

 

 

□出し物やレクリエーションを行います。（団体準備） 

   

 

 

１０分 

 

 

第３部 

納火 

 

 

①エールマスターよりおわりの言葉。 

②「今日の日はさよなら」などの歌を歌う。 

③静かに全員退場。 

 

 

１０分 

 

 

後片付け 

 

□火が消えているキャンドル台を片付け、モップがけをします。 

□自然の家から貸出したものは返却してください。 
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